物語文における教材解釈のあり方:その授業との関連 by 深川 明子
物語文の授業に際しては、教材研究の中でも教材解釈についての
研究が最も基本となる事は今更言うまでもない。ところで、近頃児
童の主体性、自主性という名のもとに、授業中における児童の読み
が
個
々
別
々
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
当
然
の
事
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
傾向がある。一体それで良いのだろうか。児童の読む力を育てる為
には、授業においてもう少し表現に即し、表現を尊重する熊度が必
要なのではなかろうか．ｌこれが本稿執筆の動機である．
具体的な例を挙げてみよう。
た
き
笹
沢
美
明
ど
う
ど
う
と
落
ち
る
天
か
ら
ま
つ
す
ぐ
に
落
ち
る
い
つ
ぽ
ん
の
水
ば
し
ら
が
け
の
と
ち
ゅ
う
の
木
の
葉
も
草
も
し
ぶ
き
に
ぬ
れ
て
青
い
、
表
現
に
即
し
た
解
釈
物
語
文
に
お
け
る
教
材
解
釈
の
あ
り
方
‐
そ
の
授
業
と
の
関
連
Ｉ
き
み
は
ぼ
く
に
な
に
か
い
っ
て
い
る
な
ん
に
も
わ
か
ら
な
い
き
み
は
ど
な
っ
て
い
る
な
ん
と
い
う
大
き
な
□
だ
な
ん
と
ま
っ
か
な
顔
だ
（東書四上）
あ
る
研
究
会
に
お
い
て
、
二
連
の
「
き
み
」
は
、
一
緒
に
来
た
僕
の
友
達
の
こ
と
か
滝
を
擬
人
化
し
て
言
っ
て
い
る
の
か
で
意
見
が
別
れ
、
結
局
結
論
が
出
な
か
っ
た
が
、
授
業
に
お
い
て
は
、
児
童
の
読
み
と
り
に
任
せ
、
ど
ち
ら
に
解
釈
し
て
も
そ
れ
で
良
い
、
児
童
か
ら
出
た
意
見
を
尊
重
し
て
、
一
方
的
に
教
師
の
解
釈
を
押
し
付
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
点
で
は
意
見
が
一致した、という話を聞いた。
果
し
て
そ
れ
だ
け
の
解
釈
の
揺
れ
が
こ
の
詩
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
「
き
み
」
は
友
達
と
断
言
し
て
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、
一
連
で
、
「
ぼ
く
ら
」
と
あ
る
の
で
、
も
し
「
き
み
」
を
滝
と
す
る
と
二
連
の
「
ぼ
く
に
」
も
ぼ
く
ら
の
か
み
も
手
も
び
っ
し
ょ
り
だ
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一ばくらに」となるのが当然であろう。また、「何かいっている」ｌ
「わからない」Ｉ「どなっている」の経緯からも友達と解するのが
自然である。更に「きみ」を滝と解釈した場合、最終行の「なんと
まっかな顔だ」の比楡はいかにも唐突である。「大きな口だ」は滝を
擬人化した形象と解釈出来るが、〃顔〃の方はことばの持つイメージ
の連鎖において不自然でしかない。比噛においても、イメージとこ
とばの間にはもう少し緊密な連係が存在する筈であるから垣
だが、確かに「きみ」を滝としても鑑賞は出来る。滝の姿に強烈
な自然の生命の根源を見い出すこともできるし、凄しいまでの働き
かけに勇気が奮い起つようだと感じる事もできよう。そして一見、
滝と捉えた方が、詩には深みや神秘性があるように感じられる点が、
滝説主張の基盤となるのだろうが、表現上の解釈に無理がある以上、
それを無視しての鑑賞は授業として行うべきでないと考える。
つまり、ここで言いたい事は、表現に即した解釈の必要性、重要
性である。語句や文は語彙上の性質や文法上の性質に規定されて
そこに客観的な、即ち読者が共通認識に立ち得る形象を描いている。
読者の立場から言えば、そこに描かれている事柄や感情は、そこに
使用されている語句の意味を理解し、文法上の法則に従って文を読
みとる事によって、明瞭になっていくのである。語句や文の持って
いる客観的意味や性格を無視した主観的、恐意的解釈は極力避けね
ばならない。表現に即した解釈とは、語句や文など表現それ自体の
客観的部分（意味規定や文法上の法則など）を大切にして、まず表
現されている事柄や感情の事実を正確に把握する事である。
教材解釈において最初のこの部分を暖昧にして授業に臨み、児童
の話し合いの結果に任せることが、決っして児童の主体性を伸す授
業ではない筈だ。教師としては、正しい教材解釈が出来ていて始め
て指導方法が具体的に考え出され、また授業中の児童の発言に対し
て迎切な応答が出来る。間違った発言に対して、児童の中にもう一
度返してやる事、その際、考える方向としてのポイントを助言する
事などがあると思うが、それを教師の押し付けとは言わない。
鑑賞や感想の学習は共通理解に基づく解釈を基盤とする事で話
し合いが充実する。また、文章に綴る場合でも味わい深いものが生
れる。そして児童の個性的、独創的な想像力や作品に対する感受
性豊かな感情、深い思索的熊度はその中でより鋭く豊かに大きく育
つのである。
話し合いが活発に行われていながら、内容が一向に深まらず堂々
巡りをしている授業や作品から離れた問題を討議している授業に
良く出合う。いつも思う事だが、これでは児童の読む力は育たない。
最近、読む力を付けるという事が話題になっているが、それは一昂
ような児童の動きという現象面に捉われた授業のあり方から脱皮し
て、真に一人一人の児童の読む刀を育てる事を目標とした授業を目
差す動きとして、また、授業を質的にきめ細かく捉え直す必要性に
着目した動きとして評価したい。しかし、読む力が育たないのは単
に学習形態や方法のみの問題ではない。教師の教材解釈が暖昧で
本質的意味を把握していない為発問が適当でなく、また、児童の発
言に対して適切な応答が出来ないなど充分な指導が行われないこと
に大きな原因がある。更に、自力で読む力を付ける事を授業の中に
意識的に位置づけた指導過程論が少なかった為、その方法が確立し
ていなかった事も大きな原因である。
物語文教材の指導では当然、物語の内容それ自体の読み取りが重
要な目的だが、同時に、その教材を読む事は、物語の読み方の基本
二
、
読
む
力
を
育
て
る
3９
を学習する事でもある筈だ。今、指導過程論に深入りする場合では
ないので、詳述は避けるが、最も基本的な読む力が育つ所は、通読
後の「表現に即して詳しく内容を読みとっていく段階」であると考
えている。従って、この段階でどのような読み方を体得させるかが
重要な問題となる。
物語文教材の読みの基本は、文章に沿って、最初から語句や文の
表現に即して、つまり、表現に依拠し、表現を尊重しながらそこに
描かれている意味を正確に理解し、感情を豊かに思い描いていくこ
とである。文が重なるに従って、つまり読み進むにつれて、場面や
人物の形象が明瞭になってくる、つまり、イメージが鮮明にな
り像が結実していく。
この読みと対照的な読み方として挙げられるのが証拠調べの読み
方である。文意を想定しその路線に沿っての調べ読みや、ある課題
を作りその解決を目的とする読み方などで、これは前述した表現に
即しながら描かれている事柄や情景や感情を読みとってイメージ化
していく読み方とは自ら異なる事は明白であろう。今ここで重要な
のは、表現に即す読み方がそのまま児童が自力で読む時の方法論に
転化し得る事である。作品を読みとる事それ自体を目的とした読み
方故に、内容を読みとっていく事と同時にそれは読み方の方法を身
に付けていく学習ともなっている事に注目しておきたい。
ところで、作品は読まれることによって生命を得る。が、その生
命の得方もいろいろだ。読者は自分の生活体験から共体験出来る場
面のみを追って、部分的に感動し、それを作品の全世界として捉え
る主観的な読み方もある。しかし、読者にとって、それで楽しかっ
たり、生きる意欲を与えられたとしたら、それはそれで作品が生命
を持ったと考えて良いだろう。これが読みにおける主体性の問題で
あり、文学の読みとしてこのような読み方が存在する事は否定しな
尾だが、授業での読みとしてはそれを肯定する事は出来ない。何
故なら、授業は正しい読みとりと読み方を学習する場であるからだ。
前述したように、主観的、恐意的読みが主体的読みではない。授業
中の読みにおける主体性とは作品全体の世界をいかにきめ細かく、
・情緒豊かにイメージ化できるかという事である。作品は読者の読む
力量に応じて姿を現わす。つまり、作品を読み込む事によって作品
の世界の豊かさ奥深さは眼前に髻議として現出する。これが作品を
読む楽しさでもあり、読みにおける読者の主体性と言う事なのであ
る。従って、出来得れば作品世界の全てを読みとる読みが出来る事が
望ましいし、授業はそういう読みの力を育てる場なのである。
解
釈
の
基
本
と
し
て
の
単
語
指
導
（注｝
単語指導の内容と方法に関しては、既に報笙口を済ませているので、
詳述は避けるが、客観性のある正確な解釈の為に単語指導は重要な
意味を持っている。中でも、単語の意味指導は単語の意味について
の本質的理解と文脈の中での働きを捉えることが中心になるので解
釈の基盤となる。以下、例を挙げて簡単に説明してみる。
ｉ
しかし、学校へ行く道々、夏子の、心は少しとかめていました。
（「あしたの風」東書六上）
この文では「とがめる」が解釈上のキーワードであろう。「とがめ
る」はここでは自動詞として使用されており、自動詞としての本来
の意味は「はれものなどが刺激を受けて熱が出たり痛んだりする」
（「人日卒倒磯鮓典」によるｕｒの懲味蝿だ，シ川好による）事である。この場合はそ
れから派生した意味で「悪いことをしたと思って心に痛みを感じる」
三
、
教
材
解
釈
に
お
け
る
留
意
点
4０
状態を指しているが、本来の意味を知り、それを重ね合わせる事に
依
っ
て
痛
さ
の
質
が
具
体
的
に
実
感
と
し
て
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
他動詞との使い方の区別を一応明確にした上で、その意味「悪事や
欠
点
な
ど
を
そ
れ
と
指
示
し
て
非
難
す
る
」
に
触
れ
て
、
こ
の
場
合
は
、
夏
子
の心が、今朝、母親に嘘を付き、「思わず強くつっぱね」た言い方を
した事で夏子を責めている状態、つまり、夏子の心理的葛藤を読み
と
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
右のように、単語の本来的意味へ遡行する事によって、文中にお
け
る
使
用
の
本
質
的
意
味
が
具
体
的
に
把
握
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
文
中
の具体的事実と照応させる事によって文脈の中での理解として定着
する。たとえば、このようにしてまず単語を正確に読みとっていく事、
これが表現に即して読む読みの最も基本であると考える。
統
一
的
形
象
と
し
て
捉
え
る
物語の中で人物の形象を捉える時、作品全体の中で総合的、統一
的に捉える事が大切である。｜場面の一語句に固執して全体像を見
失
な
わ
な
い
よ
う
注
意
す
べ
き
だ
。
文
章
は
確
か
に
一
語
一
語
か
ら
構
成
さ
れ
るが、また逆にそれは文章全体から規定されているとも言える。即
ち、文中の語句は全体的流れとしての文脈に規定されていると言う
ことだ。そして、これは、特に人物像の形象化に際して留意すべき
点である。たとえば、
「えええ、まつはいらんか。おかざりのまつはいらんか』
じ
い
さ
ま
も
、
ま
け
ず
に
声
を
は
り
上
げ
ま
し
た
。
（「かさこ地ぞう」光村二下）
この文で「まけずに」の語にのみ着目すると、じいさまの性格を
負けず嫌いで気が強いと捉えることも可能である。しかし、この場
面は、じいさまが笠を持って町へ来たところ町は大賑いで活気に溢
れ
て
い
た
。
じ
い
さ
ま
は
そ
の
様
子
を
見
て
こ
れ
で
は
笠
が
き
っ
と
売
れ
る
だ
ろ
う
、
そ
し
て
今
朝
ば
あ
さ
ま
に
約
束
し
た
よ
う
に
米
や
餅
を
ど
っ
さ
り
買
っ
て帰る事ができるかも知れないと明るい心で張り切っている場面で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
「
ま
け
ず
に
」
は
そ
の
よ
う
な
じ
い
さ
ま
の
心
情
を
反
映しているのであり、決して、他人との対抗意識や他人を差し置い
て自分だけがという意識から生まれた「まけずに」ではない。そし
て
、
こ
れ
は
、
物
語
全
体
の
中
で
捉
え
た
じ
い
さ
ま
の
人
物
像
、
つ
ま
り
、
形
象
の
統
一
性
の
面
か
ら
も
適
切
な
解
釈
と
言
え
る
。
語
句
に
は
こ
の
よ
う
な
全
体との関わりで、文脈に規定された読みが必要となるものがある。
教
材
解
釈
の
際
に
は
特
に
そ
の
点
に
留
意
し
、
授
業
中
の
扱
い
方
に
も
充
分
気
を
配
る
よ
う
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
二
度
読
み
が
必
要
な
語
に
藩
目
す
る
作
品
の
最
初
か
ら
表
現
に
即
し
て
文
章
を
読
み
と
っ
て
い
く
と
、
時
に
は
そ
こまでの読みの中ではその場面が意味している真意が掴みきれない
場合がある。それはその場面までにその事が描かれていない為であ
る。従ってその場合は勝手に想像させたりして具体的な表現に即さ
ない読みをさせて、混乱に陥らないよう注意する必要がある。事柄
の事実を明白にする程度に留めて、真意が明らかにされる場面に来
た時そこへ遡行してもう一度読み直す事が大切である。
あ
る
朝
の
こ
と
、
一
人
の
お
じ
さ
ん
が
、
や
っ
て
き
ま
し
た
。
を
売
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
き
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
（「子牛の話」光村三上）
右の文で「長い間話していました」は、客観的事実として時間が
長かった事は明瞭だが、この事実が示す真意は不明である。ここで
なぜ話が長かったのだろう、どんな話をしていたのだろう、この時
の
家
の
人
の
様
子
は
ど
の
よ
う
だ
っ
た
か
、
な
ど
と
話
し
合
わ
せ
、
読
み
と
ら
お
父
さ
ん
と
長
い
間
話
し
て
い
ま
し
た
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
、
や
が
て
、
お
じ
さ
ん
に
子
牛
4１
せようとしてもそれは描写されていないことだからここで読みとる
事は無理である。むしろ、そのことの意識を喚起しながら軽く読ん
でいくべきであろう。そして、「あれを売らないことには、ミョねえ
ちゃんのおよめ入りの道具を、買ってやるお金がないのじゃ心・・…」
という文に出会った所で、もう一度「長い間」のところへ返るので
ある。そうすると、ミヨのために出来るだけ有利な条件で子牛を手
離したいと必死で頑張って話をつけたお父さんの姿が浮かび上がる。
また、子牛を売ると聞いて、しんぺいがだだをこれても誰も相手に
してくれなかった箇所から、家の者の間では仕方なく子牛を売るこ
とに既に相談がまとまっていた事も自然に理解される。従ってこの
「長い間」の場は、子牛を手離さねばならない事を悲しみながらも、
自分達の要望に近い値段で話が結着する事を期待していた家の人の
姿がイメージ化されてくる。「長い」は単なる時間的な長さのみなら
ず、家の人たちの心理的な緊張をも含む「長い間」でもあったので
あ
る
。作品の本質に迫る重要語句に茜目する
作品の中には、作品の核心に触れる語句が存在する。多くの場合
その語句は作品の中で意味が付加され作品を読みとる鍵となっている
のでぞの語句に付加された意味を読み解く事が重要である。
しかし、楊は、子供のころに絵付けしたあのそぼくなかざりざ
らと、そして白磁のつるくぴとｌｒこの二つにかなうものを、自
分はまだ、作っていないような気さえするのであった。
（「桃花片」東書六上）
楊は人々から名人と称賛される中で、自分の芸はこれで良いのか
という疑問が頭をもたげ煩悶する。右の文は、その煩悶から脱却す
る糸口を模索する中で漠然とではあるが今まさにそれを掴もうとし
ている楊の心情が描かれている場面である。
楊の心を動揺させている物は、「この二つ」の作品と父の作品であ
っ
た
。
父
の
作
品
は
遠
い
昔
の
思
い
出
と
し
て
楊
の
心
に
残
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
自
分
の
思
い
過
ご
し
か
も
知
れ
な
い
と
楊
は
否
定
し
て
み
る。しかし、眼前に存在する「この二つ」の作品は否定のしょうが
な
い
ば
か
り
か
見
る
度
に
楊
の
動
揺
は
大
き
く
な
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
楊
は
、
今
、
自
分
は
名
人
と
人
か
ら
言
わ
れ
て
は
い
る
が
、
幼
い
頃
の
作
品
で
あ
る「この二つ」に「かなうもの」をまだ作っていないのではないか
という思いへやっと辿り着いたのである。しかし、楊自身はこの事
が解決の鍵であるとはまだ意識していない。この文では、以上のよ
うな事柄を了解した上で、では「この二つ」とは何か、その本質を
探り当てる事が最も重要な問題となる。
「この二つ」ｌ水差しと飾り皿は両方とも楊と父親の合作である．
水差しは楊が二十才頃形を作って父が焼いた作品であり、飾り皿は
九
オ
の
時
楊
が
絵
付
け
し
た
作
品
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
は
後
の
楊
の
よ
う
に
「
い
い
も
の
を
作
ろ
う
」
「
自
分
を
お
し
出
す
こ
と
が
大
切
だ
」
と
い
う
意
識がなく、無心の境地で作られた作品なのである。一方、合作者で
あ
る
父
親
は
、
生
涯
「
見
た
目
に
、
は
な
や
か
な
も
の
を
作
ら
」
ず
、
日
常
生
活に使用するものばかりを作っていた。そして「特に気に入りの作
にだけ、親指のつめで小さな刻印を記すことで、静かな喜びを味わ
っていた」人であった。
今の楊に欠けているもの、それは無心の境地で作品に向う心であ
り
、
自
分
を
押
し
出
す
よ
り
は
、
日
常
生
活
の
中
で
人
々
に
愛
さ
れ
る
陶
器
を
作り出す心であった。「この二つ」はその事を具体的な物を示す事で
暗示している。従って、「この二つ」が文中でどのような意味を持つ
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
こ
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
事
柄
を
こ
こ
で
は
読
み
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
技
術
的
に
は
頂
上
ま
で
登
り
つ
め
た
楊
が
、
技
術
を
超
越
し
て
自
在
の
境
地
を
求
め
て
煩
悶
す
る
、
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以上、物語文の教材研究の為の解釈に当って、授業での具体的場
を念頭に置きながら特に基本的な留意点について述べてきた。紙面
の都合で充分意は尽くせなかったが、授業における教師と児童のあ
り方、読む力を育てる指導方法上の問題などにも触れた。教師の専
門性とは、指導の内容がまず教師に充分に把握されている事が最も
根本的問題である事を痛感しての所感である。
その煩悶の焦点が明らかになる。また、後に楊は父の作品である桃
花片の水滴に出会い開眼するが、その時の感動も楊が苦悩し、求め続けて
いたものの本質を明白にしておく事によってより深まるし、楊の到
達
し
得
た
境
地
を
明
確
に
掴
む
こ
と
が
出
来
る
の
で
も
あ
る
。
について」（昭和四十六・四十七年）参照。
（注）金沢大学教育学部教科教育研究才四号・汁五号「『単語指導』
（金沢大学助教授）
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